
 

 

 

 

 

 

 

 

150年前の学校は 

校長  土屋 秀人 

誠之小学校は今年、創立150周年という大きな節目を迎えます。先日創立記念日の

「150日前」を切り、いよいよカウントダウンが始まっています。現在、記念事業や教育

活動の準備を着々と進めています。この機会に学校の歩みをふり返ると、創設当初の地域

や人々の熱意に改めて心を打たれます。 

 

明治初期、まだ日本全体に学校という仕組みが十分に整っていなかった時代に、地域の

人々は「子どもたちに学ばせたい」という強い思いから、土地を提供し、資金を出し合

い、協力して学校を立ち上げました。教育に対する情熱と未来への希望に満ちた、まさに

地域ぐるみのエネルギーがあったのです。 

当時の「児童心得」や「訓導心得」には、「時間を守る」「人に親切にする」「道具を大

切にする」「礼儀を重んじる」といった生活態度が細かく記されており、現在の子どもた

ちが大切にしている姿勢と不思議なほど重なります。150年を経ても、人として大切にす

べき基本的な考え方は変わらず、脈々と受け継がれていることに深い感慨を覚えます。 

 

小学生徒心得 明治九年（誠之で当時子供に配布されたもの。一部抜粋） 

第16条第4 字を写し算を学ぶに体を曲げ胸を屈すべからず 

第18条 覚え悪きとて決して倦み怠らず勉強するときは自然に覚ゆるものなり 

第21条 人より争いを仕懸るとも決してこれと争ふべからず其由を教員に告て指示を 

受くべし 

   

時代は大きく変わり、生活様式や学びの道具は進化しましたが、教育に込められた願い

は今も昔も同じです。未来を担う子どもたちの可能性を信じ、よりよい社会の一員として

育てたいという思いは、今の私たちにも強く根づいています。 

 

この150周年を機に、改めて本校の原点に立ち返り、次の世代へとつなぐ教育の在り方

を見つめ直していきたいと思います。地域・保護者の皆様のご支援に感謝申し上げるとと

もに、今後とも共に歩んでいける学校でありたいと願っています。 

 

誠之の教育 
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 ６月９日から２泊３日で、魚沼移動教室に行ってきました。自然に親しみ、豊かな心をはぐくみながら、集団生活を

通して、自主性・自立性を身に付け、協力し合うことも大切さを学びました。失敗も成功も成長のチャンスにして、前

へ前へと進んでいくことを学びました。学んだことを今後の学校生活につなげ、誰からも頼られる６年生（HERO）を

目指していきます。                     

【１日目】 

 

 

 

 

【２日目】                       

 

 

 

 

 

【３日目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆魚沼醸造・八色物産雪室ファクトリー 

八色物産ファクトリーでは班のみんなで協力してお米

の品質を検査したり、雪室では、米を保存して出荷する

ところを見学したりするなど、貴重な体験ができました。 

☆キャンプファイヤー 

明るく光る炎の周りで、「命令ゲーム」など一緒に遊

んだことが、今でも鮮明に思い出に残っています。最後

炎の色が青や緑になったときに、とても感動しました。 

☆奥只見ダム見学・遊覧船 

  遊覧船からは、魚沼の自然を一望でき、電力館やダ

ム施設の方からは、奥只見ダムの歴史や構造につい

て学ぶことができました。 

☆ゆのたにフォトラリー 

  ①コースを決める 

②そのコースにあるミッションをする 

③ゴールで写真を撮る 

 分からないところもあったけど、自然がいっぱいで

楽しかったです。 

☆新潟県立歴史博物館 

 今回行った博物館では、普段見られないようなも

のがたくさん展示されていて、長い歴史をタイムス

リップしたように感じました。見学時間が足りなか

ったので、また行きたいです。 

☆魚沼移動教室で成長したこと 

 ・私が魚沼移動教室で成長したと思ったことは二つあります。一つ目は五分前行動です。五分前行動に慣れて、学校

でもできるようになりました。二つ目は協力です。学校で給食の配膳などが早くなったと思いました。 

 ・学校でも、チームワークが大切だと思うことはありますが、実際にいつもと環境が違うところに行くと、一人で何かをす

ることがとても難しいと感じました。改めてチームワークの大切さを知るとともに、それをこれからの学校生活に活かして

いきたいです。 

 ・ぼくはゆのたにウォークの時みんなで協力して作戦を立て、三位になりました。絆は大事だなと思いました。 

児童の言葉 



 １日目は山登りをしました。山登りはとても疲れました。でも頂上から見た景色は、様々な山々が見られてとてもき

れいでした。２日目は滝沢牧場のソフトクリームが濃厚でおいしかったです。３日目の学年レクは、みんなで協力して

ゲームをしましたが、惜しくも２位でした。とても楽しい八ヶ岳移動教室になりました。                    ４組  

５年生 八ヶ岳移動教室 
 ５年生に進級して３か月が経ち、新しいクラスにも慣れ、新しい友達との輪も広がってきたように感じます。 

５月２６日より３日間、八ヶ岳高原学園に行ってきました。事前の天気は、雨予報が続いていましたが、当日は、

予定通りにすべてのプログラムを終えることができました。出発のときには、気持ちも行動もバラバラでしたが、

２泊３日の間、共に協力し励まし合う中でいつしかチームワークが生まれ、集団生活の意識が高まりました。ま

た、時計を見て、行動する大切さを学びました。八ヶ岳で過ごした３日間で、楽しい思い出と共にたくさんの成長

した姿をお土産に、５年生の学校生活が、今まで以上に『HIGH 5』できるよう、リスタートしています。 

 

 

 

 

 

 

飯盛山登山      キャンプファイヤー      ほうとう作り        滝沢牧場 

 

 

 

 

 

 

 

私は、八ヶ岳移動教室に行って、協力する力について学びました。それを大きく感じたのは、飯盛山です。疲れて力

がない時も、みんなで助け合って登り切りました。頂上に着いた時、疲れていたけれど嬉しい気持ちの方が大きかっ

たです。協力するということがなかったら、私は登り切れていませんでした。今もたくさんの思い出が残っています。 

１組   

 私は、八ヶ岳移動教室での生活で、時間の大切さを改めて実感しました。八ヶ岳高原学園や飯盛山登山、滝沢牧

場など、様々な場面で時間は大切でした。さらに、５年生１５８人が一緒に行動するので、一人ひとりが意識しなけれ

ばいけません。八ヶ岳移動教室では、時計を見て、５分前に行動する大切さを知りました。 

  ２組   

 私は、八ヶ岳移動教室で、協力して物事をやりとげることの大切さを学びました。飯盛山登山では、辛い時には、

「頑張ろう！」や岩やぬかるがあると、「こっちを通るといいよ！」などの声をみんなで掛け合ったからこそ、登り切ること

ができました。今後も、みんなと協力して、精進したいです。そして、３２人全員で八ヶ岳へ行けて嬉しかったです。  

                                                                               ３組 

 

 

 

 

 私が、八ヶ岳移動教室で学んだことの中でも、大切だと思ったことは、「協力」です。生活班では、一人ひとりに仕事

が与えられています。その中で、自分の仕事を終えた人がほかの人の仕事を手伝っているのを見て、驚き、温かい気

持ちになりました。だから、私も他の人に親切にしたいです。                                        ５組 

ナイトウォーク    学園オリエンテーリング      学年レク          食事 
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